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in April 
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d) Russian Ambassador talked with appointed Minister of Industry of Myanmar 
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d) Japanese companies struggle to continue business which face human rights issues 
e) Myanmar armed forces banned telecommunications company executives from 

leaving country without permission. 
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4． [Myanmar Advancement Law ( Bankruptcy Law )] 
a) Overview 
b) Purpose 
c) Bankruptcy practitioner 
d) Bankruptcy practitioner qualification  
e) Foreign bankruptcy Practitioner 
f) Dissatisfaction with bankruptcy practitioners 

5． a) Explosions occur one after another in Yangon and Mandalay 
b) Sewing product exports by June down by 17% ( approximately 2.5 billion ) 
c) Sales of luxury real estate, strong after political change 
d) Blame the Armed Forces for Tripartite Talks 
e) Myanmar Kyat is one step ahead the 7th intervention is also less effective 
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c) IGETA wire net to be produced at new factory joint venture  

with Thilawa Special Zone and local area 
d) Investment Commission announces priority fields, demands domestic and foreign 

entry 
9． a) Myanmar advancement related law, legislation movement in 2021 

b) The investment environment has deteriorated significantly and the currency has 
depreciated to a record level 

c) Chinese Customs Authorities Require Exporter Registration 
10． a) U.S Government warns companies of Myanmar business risk 

b) KBZ dissolves Jade mine related to the armed forces 
c) World Bank predicts 1% GDP growth this year 
d) Export of Marine products by January 14 slight increase of 0.9% from the 

previous year 
e) Army relative company receives an order for worker related business in Thailand 
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f) Foreign investment decreased by 3% October to December 
Did not rise over to the surface for two consecutive quarters 

11． a) New sanctions such as Oil and Gas Corporation EU 
b) ESG investors are becoming more serve after one year of coup in Myanmar 
c) Transaction price of exported rice, record high in Yangon 
d) Clothing export possible without military interest European Chamber of 

Commerce has a policy to promote the sewing industry 
The Republic of the Union of Myanmar 
Myanmar Investment Commission 
Notification No. 26/2021 
11th waxing of Nat Taw,1383 ME 
(14th December 2021) 
e) Announcement for the Importation Process of Raw Materials, Machineries and 

Equipment by Tax Levying 
12． a) Law Related to Entering the Myanmar Market Negative lists of imports 

b) Minister of Military Industry confers with representatives of the Eurasian 
Economic Union 

c) Bago Region investment committee holds ITS (2/2022) meeting 
d) Eight Japanese Companies on Human Rights Group mentioned 
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第一編 事前調査 

第一章 海南島
ハイナンダオ

概要                             

１．調査の目的 

海南省
ハイナンシェン

・海南島
ハイナンダオ

は 1988 年に広 東 省
グァンドンシェン

から独立、同時に経済特区
ジンジーターチュ

となった。豊かな自然による観光産業と農業

が同省の主要経済を支えてきたが、それまで殆ど工業化がされてこなかった。 

 

2018 年に海南島
ハイナンダオ

は自由
ズーヨウ

貿易
マオイー

試験
シーイェン

区
チュ

が設置され、2025 年までに島全体が中国建国以来初の自由貿易港
ズーヨーマオイーガン

となるこ

とが決定、様々な経済
ジンジー

開発
カイファ

区
チュ

等が設置されている。更に昨年 2020 年、免税政策が強化され（10 万元までが免

税対象）、自由
ズーヨウ

貿易港
マオイーガン

となるべく様々な政策が着々と進行している。 

 

今後の海南省
ハイナンシェン

・自由貿易港
ズーヨーマオイーガン

政策が更に進むことを考慮すれば、香港や深 圳
シェンヂェン

と並び、将来海南島
ハイナンダオ

が華南
ファナン

地区

経済に及ぼす影響は無視できない。 

 

２．海南島
ハイナンダオ

の位置 

海南省
ハイナンシェン

は中国最南端の省で、海南島
ハイナンダオ

本島の他、3 つの多島海（中 沙
ヂョンシャー

群島、西沙
シーシャー

群島、及び南沙
ナンシャー

群島）で構

成されている。中国語での略称は「瓊
チョン

（簡体字：琼）」。 

 

海南省
ハイナンシェン

の面積は約35,400 ㎢、そのうち海南島
ハイナンダオ

本島が33,900 ㎢を占める。海南島
ハイナンダオ

は洋ナシのような楕円形で、

その大きさは南北に約 290 km、東西に約 180 km。島と省の名前である「海南
ハイナン

」は、文字通り「海の南」を意

味し、広 東 省
グァンドンシェン

・雷
レイ

州
ジョウ

半島と海南島
ハイナンダオ

本島間は、瓊 州
チョンジョウ

海峡で隔てられている。 

 

 

＜海南島
ハイナンダオ

本島の位置【16】＞ 

 

海南省
ハイナンシェン

は 1950 年から 1988 年まで広 東 省
グァンドンシェン

の一部で、その後海南省
ハイナンシェン

として独立、ほぼ同時期に経済改革の一

環として中国最大の経済
ジンジー

特
ター

区
チュ

となった。 
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海南省
ハイナンシェン

は「地級市：4 市」と「省直轄県：15 県」から成り、省都は海南島
ハイナンダオ

北海岸にある「海口
ハイコウ

市」。また、南

部海岸の「三亜
サ ン ヤ

市」は有名な観光地で、その他主要都市は文 昌
ウェンチャン

市、瓊海
チョンハイ

市、万寧
ワンニン

市、五指山
ウーヂーシャン

市、東方
ドンファン

市、

及び儋州
ダンジョウ

市。 

【基本データ】 

 省都及び最大都市：海口
ハイコウ

市 

 海南省
ハイナンシェン

面積：陸地面積は約 3.54 万㎢、海域面積は約 200 万㎢ 

 人口：944.72 万人（2019 年） 

 GDP：5,308.94 億元（8兆 7,597 億円、2019 年） 

※一人当たり GDP：56,507 元（93万 2 千円、2019 年） 

 

３．海南島
ハイナンダオ

本島の地理 

海南島
ハイナンダオ

と中国本土間の距離は約 20 km（島の大きさは世界で第 42 位）で、島の西には北部湾
ベイブーワン

（旧称：トンキ

ン湾）があり、五指山
ウーヂーシャン

が最高峰（標高 1,840 m）。 

本島の地形 

海南島
ハイナンダオ

の地形は複雑で、北部には台状の平地又は起伏が小さい丘陵が広く見られ、その大部分は火山の噴

火による玄武岩又は浅海に堆積した粘土層から構成される。標高は概ね 100 m。 

  

中央南部には高くて険しい山岳地帯があり、これらの山地の大部分が花崗岩で構成されている。山脈の配

列は対岸の広 東 省
グァンドンシェン

の山脈とほぼ一致し、主として北東から南西に走る。 

 

＜海南島
ハイナンダオ

本島-地形図【16】＞ 

 

河川・湖 

海南島
ハイナンダオ

の大半の河川はその源流が島中央部にあり、そこより放射状に各地に流れている。島北部の南渡
ナンドゥ

川
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（南渡江）の長さは 314 km で、その支流の新屋
シンウー

川（新屋渓）の長さは 109 km。その他主要河川は、島東

部に万泉
ワンチェン

川（長さ 162 km）、西部に彰化
ヂャンファ

川、南部に三亜
サ ン ヤ

河がある。 

 

＜海南島東部の万泉
ワンチェン

川の風景【2】＞ 

 

海南島
ハイナンダオ

に自然の湖は殆どないが多数の貯水池があり、最大のものは島北部中央にある松涛
ソンタオ

貯水池がある。 

 

海南島
ハイナンダオ

付近の島々 

海南島
ハイナンダオ

沿岸水域には多数の小島が存在する。海南島
ハイナンダオ

に近いため、動植物・気候条件等は非常に良く似てい

る。 

 

＜蜈支洲島
ウーヂージョウダオ

全景【2】＞ 

 

 万寧
ワ ニ ン

海岸から約 5 km の距離にある「大洲島
ダージョウダオ

」 
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 北部海岸が海口
ハイコウ

市の一部である「海 甸 島
ハイディェンダオ

 」 

 南湾猿島
ナンワンホウダオ

（南湾猴岛；実際には半島） 

 現在三亜湾
サンヤーワン

に建設中の人工リゾートアイランドである「鳳 凰 島
フォンファンダオ

」 

 海棠湾
ハイタンワン

 内にある「蜈支洲島
ウーヂージョウダオ

)」 

 海 甸 島
ハイディェンダオ

東にある「新武島
シンウーダオ

」 

 

海南島
ハイナンダオ

の気候・植生 

海南島
ハイナンダオ

の気候は亜熱帯から熱帯まで様々で、省都である海口
ハイコウ

市を含む島北部は湿潤亜熱帯気候、その他の

地域の殆どは熱帯モンスーン気候に区分され、島の南部に行くほど年間気温が高くなる。 

 

最も寒い月は気温が16〜21°Cに下がる1月～2月で、最も暑い月は気温が25〜29°Cとなる7月～8月。

島中央部の山岳地帯を除き、海南省
ハイナンシェン

の年間平均気温は 10°C を上回る。 

 

＜海南島
ハイナンダオ

の夏の典型的な風景（三亜
サ ン ヤ

市）【2】＞ 

 

北部の夏は暑く、1 年のうち 20 日以上は気温 35°C を超える。年間平均降水量は 1,500〜2,000 mm で、

島中央部及び東部は最高 2,400 mm、南西部沿岸で最低 900 mm。海南島
ハイナンダオ

の一部は台風の進路上にあるため

年間降水量の 70％が台風と夏の雨季に集中、大きな洪水となり地域住民に被害が及ぶことがある。 

 

特に沿岸と北部では 1 月から 2月にかけ、度々霧の影響を受ける。これは北からの冬の寒気が温暖な海水

と接触、海より蒸発した水分が凝縮して霧となることが原因。発生した霧は日中止まず、数日間に渡って

視界が 50 m まで低下することがある。 

 

また、海南島
ハイナンダオ

は降水量が多いことから、水稲、さとうきび、落花生等の栽培に適しており、水稲は 1年 3

作。加えて、ゴム、アブラヤシ、胡椒、コーヒーノキ、サイザル麻、ココヤシ等が盛んに栽培されており、

中国での熱帯・亜熱帯性作物の主要な産地となっている。また木材資源も極めて豊富で、木材用樹木だけ

でも 800 種以上が存在する。 
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４．海南島
ハイナンダオ

の人口・民族 

中国の他の殆どの沿岸地域と比較し、海南省
ハイナンシェン

の人口密度は低い。海南省
ハイナンシェン

の人々は中国本土の人々と比較し長

寿。2017 年末の海南省
ハイナンシェン

での長寿人口（百歳以上）は 1,565 人（10 万人当たり 17.13 人）、2018 年 3月の長寿

人口（80歳以上）は 287,700 人（人口の 3.15％）。 

 

また、海南省
ハイナンシェン

は少数民族の多い省で、「漢民族」、「黎
リー

族」、「苗
ミァォ

族」、「回
フゥイ

族」、「 壮
ヂュァン

族」、「瑶
イャォ

族」等、30 余

りの少数民族が暮らす。 

 

1990 年末のデータによれば、海南省
ハイナンシェン

の人口約 651 万人のうち少数民族は約 109 万人で、総人口の約 16.7%を

占めた(少数民族の中では黎族の人口が最も多く、約 100 万人。)。 

 

 

５．塩資源 

海南島
ハイナンダオ

は理想的な天然塩の生産地で、多くの港湾には多数の塩田がある。既に鶯歌海
イングァハイ

、東方
ドンファン

、楡亜
ユーヤー

等に大規

模な塩田が設けられ、その中で鶯歌海
イングァハイ

の塩場は最も有名。 

 

＜海南島
ハイナンダオ

の塩田【1】＞ 

 

 

６、鉱物資源 

海南島
ハイナンダオ

の鉱物資源は種類が多い。開発と利用価値のある鉱産物は 57 種類あり、鉱床は 126 ヵ所(大規模地下水

源地 6カ所を含む)。そのうち大型鉱床は 31箇所、中型鉱床 31 箇所、小型鉱床 64箇所。 

 

中国国内でも重要な位置を占めている鉱物は、「珪砂（シリカサンド）」、「天然ガス」、「チタン」、「ジルコニア」、

「サファイア」、「水晶」、「ボーキサイト」、「オイルシェール」、「ドロマイト等の肥料原料」、「ゼオライト（沸

石）」等、10 種類以上。 

 

このうち、石碌鉄床の鉄鉱石埋蔵量は中国全土の約 70%を占めており、その品質は中国第一。また、チタンも

中国全土の埋蔵量の 70%を占め、ジルコニウム埋蔵量は中国全土の 60%を占めている。 

 

 



11／216 

第二章 広 東 省
グァンドンシェン

と海南省
ハイナンシェン

の物流                       

１．広 東 省
グァンドンシェン

から海南島
ハイナンダオ

への玄関口－ 湛 江
ジャンジァン

市 

中国各地や世界の主要都市から海南島
ハイナンダオ

（主に省都の海口
ハイコウ

市又は観光の拠点の三亜
サ ン ヤ

市）へは、空路が最も一般的

である。 

 

その一方、高付加価値の商品を除き、海南島
ハイナンダオ

－広 東 省
グァンドンシェン

間の商流は、専ら「広 東 省
グァンドンシェン

・湛
ジャン

江
ジァン

市～海南島
ハイナンダオ

・海
ハイ

口
コウ

市の海上ルート」による。これには、フェリーに鉄道を積載の上、鉄道網の一部として機能する鉄道連絡船に

よるものを含む。 

 

＜湛 江
ジャンジァン

市と海南島
ハイナンダオ

の位置関係【1】＞ 

 

また、フェリーには自動車でそのまま乗船できることから一部観光客の利用もある他、料金が安価であるため、

夏のシーズンには学生等、鉄道での海南島
ハイナンダオ

訪問も多い（但し、フェリー内では列車から船内に出ることはでき

ない。）。 

 

海南省
ハイナンシェン

は中国最南に位置し、海南島
ハイナンダオ

本島が海南省
ハイナンシェン

の殆どを占める。湛 江
ジャンジァン

市との直線距離は約 20 km。中国

本土からは生活必需品等が輸送され、また、海南島
ハイナンダオ

からは果物や真珠等が輸送されている。 

 

以下、広 東 省
グァンドンシェン

から海南島
ハイナンダオ

への海上ルート玄関口である湛 江
ジャンジァン

市を紹介する。 

(1) 湛 江
ジャンジァン

市の位置と概要 

湛 江
ジャンジァン

市は中国大陸南端の、広 東 省
グァンドンシェン

南西部にある。総面積は 13,225.44 ㎢で湿潤亜熱帯気候に属し、年

中海洋気候の影響を受ける。冬は寒すぎず、夏は暑すぎないという気候から、亜熱帯作物や海産物資源が

豊富。2019 年時点での同市の人口は約 736 万人（その内都市人口は約 323 万人）、約 44%が都市化されて

いる。 

 

湛江市 

海南島 

広東省 
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(2) 交通－航空網 

 

＜現在の湛 江
ジャンジァン

空港【1】＞ 

 

＜建設中の新湛 江
ジャンジァン

空港（湛 江
ジャンジァン

呉 川
ウーチュァン

空港）の完成予想図【1】＞ 

 

湛 江
ジャンジァン

空港は、湛 江
ジャンジァン

市中心部から北西部約 5 km に位置する、いわゆるローカル空港（滑走路 2,400 m×

1 本）で、ボーイング B737 型機等の小型ジェット機が就航している。2017 年に湛 江
ジャンジァン

空港の年間旅客取扱

量は 200 万人を突破、同空港から中国各主要都市（北京、上海、成都
チェンドゥ

、重慶
チョンチン

、広 州
グァンジョウ

等）に航空便が就

航している他、一部近距離国際線（プノンペン等）も就航している（コロナ禍前）。 

 

現在、広 東 省
グァンドンシェン

3 番目の空港として、3,200 m の滑走路を備えた新湛 江
ジャンジァン

空港が 2018 年より建設されてお

り、2022 年に完成の予定。 

 

(3) 交通－鉄道網 

2018 年 9月時点で、湛 江
ジャンジァン

市には「湛 江
ジャンジァン

駅」、「湛 江 西
ジャンジァンシー

駅」、「遂渓
スェイシー

駅」、「 廉 江
リィェンジァン

駅」、「河唇
ホーチュン

駅」、「雷
レイ

州
ジョウ

駅」、及び「徐聞
シュウェン

駅」の 7 箇所の鉄道駅があり、同駅から中国各地の主要駅（北京、上海南、広 州
グァンジョウ

、海
ハイ

口
コウ

、

重
チョン

慶
チン

、南寧
ナンニン

、貴陽
グィヤン

、昆明
クンミン

、武昌
ウーチャン

、鄭 州
ヂョンジョウ

等）への路線がある。 

※ 「湛 江
ジャンジァン

駅」及び「湛 江 西
ジャンジァンシー

駅」は高速鉄道や動車（省内の高速列車）が乗り入れており、「遂渓
スェイシー

駅」、

「 廉 江
リィェンジァン

駅」、「河唇
ホーチュン

駅」、「雷州
レイジョウ

駅」、及び「徐聞
シュウェン

駅」は普通列車駅。 
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＜湛 江
ジャンジァン

市内の鉄道網と 2030 年までの建設計画【4】＞ 

 

広 州
グァンジョウ

（広 州 南
グァンジョウナン

駅）から湛 江 西
ジャンジァンシー

駅までは、高速鉄道で凡そ 3 時間（250 元（4,125 円）、2等席）の行程。

また、湛 江
ジャンジァン

市から上海や北京等へは普通列車のみの乗り入れで、所要時間は丸 1 日以上を要する（日本

人が想像する、典型的な中国の列車）。 

 

(4) 交通－道路網 

湛 江
ジャンジァン

市内は国道が良く整備されており、「国道 207 号（起点：内蒙古
モンゴル

自治区～終点：湛 江
ジャンジアン

市徐聞
シュウェン

）」、「国

道 228 号（遼 寧 省
リァォニンシェン

・丹東
ダンドン

市～広西
グァンシー

壮
チワン

族自治区東興
ドンシン

市）」、及び「国道 325 号（起点：広 東 省
グァンドンシェン

・広 州
グァンジョウ

～

終点：広
グァン

西
シー

壮
チワン

族自治区南寧
ナンニン

市（広西
グァンシー

壮
チワン

族自治区の首府））」が湛 江
ジャンジァン

全域を通っている。 

 

また、高速道路網も充実しており、G15 号線（瀋
シェン

海
ハイ

高速：瀋陽
シェンヤン

市～海口
ハイコウ

市)、Ｇ75号線（蘭海
ランハイ

高速：蘭州
ランジョウ

市～海口
ハイコウ

市）、汕 湛
シャンジァン

高速（汕頭
シャントゥ

市～湛 江
ジャンジァン

市）等、先進の交通ネットワークが構築されている。 

 

広 州
グァンジョウ

から湛 江
ジャンジァン

市中心までは約 424 km、自動車で凡そ 5時間 30 分（高速料金は約 122 元）。尚、湛 江
ジャンジァン

市

中心部から南部の「徐聞
シュウェン

港」や「海安
ハイアン

新港」へは、自動車で約 2時間 40分（約 146 km）。 
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＜広 州
グァンジョウ

から湛 江
ジャンジァン

市徐聞
シュウェン

港までの交通ルート【16】＞ 

 

また、広 東 省
グァンドンシェン

主要都市（広 州
グァンジョウ

市、深 圳
シェンチェン

市、珠海
ジュハイ

市、中 山
ヂョンシャン

市、東莞
ドングァン

市等）の他、近隣主要都市（広西
グァンシー

壮
チワン

族自治区北海
ベイハイ

市等）から海南島
ハイナンダオ

（海口
ハイコウ

市、三亜
サ ン ヤ

市等）への高速バスも就航している。 

 

＜湛 江
ジャンジァン

の代表的な建物－湛 江
ジャンジァン

海湾橋
ハイワンチャオ

【1】＞ 

 

２． 湛 江
ジャンジァン

市の港湾施設 

(1) 湛
ジャン

江
ジァン

港 

湛
ジャン

江
ジァン

港は湛 江
ジャンジァン

市南東部に位置する中国の沿海主要港湾 25 カ所のうちの 1 つで、広 東 省
グァンドンシェン

の重要港湾。
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「一帯一路
イーダイイールー

”の拠点港」で、「中国南西沿岸部の主体港」、「中国中西部地区の貨物輸出入の玄関口」であ

り、「（中国南方地区のエネルギーや原材料等）ばら積み貨物の主要流通拠点」となっている。 

 

＜湛
ジャン

江
ジァン

港全様＞ 

 

湛
ジャン

江
ジァン

港の航路可航水深 21.9 m で、30 万トン（載貨重量、以下同じ）級の船舶が満船で航行及び出入港

できる。調査時点で上記航路の拡張工事が進められており、完成後は 40 万トン級のばら積み船が通航可

能となる。 

 

＜湛
ジャン

江
ジァン

港（写真はコンテナバース）【1】＞ 

 

2017 年の時点で、湛
ジャン

江
ジァン

港にはバースが 37 箇所あり、その内主要バースは下記の通り。 

・ 30 万トン級原油バース×2 箇所 

・ 40 万トン級ばら積みバース×1箇所 

・ 25 万トン級鉄鉱石バース×1 箇所 

・ 15 万トン級石炭バース×1 箇所 

・ 15 万トン級コンテナバース×2箇所 
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(2) 海南島
ハイナンダオ

へのアクセス港 

次の(a)及び(b)は雷州
レイジョウ

半島の南端部にあり、広 東 省
グァンドンシェン

から海南島
ハイナンダオ

への海上アクセスに使用されている。 

 

＜湛 江
ジャンジァン

市～海南島
ハイナンダオ

間の主要往来航路【1】＞ 

※ 海
ハイ

安
アン

港は廃港、海
ハイ

安
アン

新港発便は一時運行停止中。詳細は実地調査結果参照。 

 

(a) 徐聞
シュウェン

港 

徐
シュ

聞
ウェン

港は湛 江
ジャンジァン

市の南側に位置し、鉄道・内水路・道路の三位一体型の総合交通拠点港。2020 年 9

月 26 日、世界最大の旅客・貨物 RO-RO ターミナルを備える徐
シュ

聞
ウェン

港が開港、これにより、徐
シュ

聞
ウェン

港と海
ハイ

南
ナン

島
ダオ

・海
ハイ

口
コウ

港との海上所要時間は半分に短縮され、海南島
ハイナンダオ

までわずか 1時間となっている。 

 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































